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。
年
６
ら
か
災
震
大
本
日
東

｢
進
促
電
発
光
陽
太
。
発
原
脱

｣り
振
旗
の
事
知
岩
黒
た
げ
掲
を

と
め
じ
は
を
光
陽
太
、
と
も
の

、
め
た
の
進
促
入
導
の

｢

が
な
か

｣

。
た
し
ま
き
て
し
進
推
を

用
活
を
金
助
補
の
省
境
環

ン
セ
政
行
縄
玉
で
間
年
５
、
し

内
県
ど
な
校
学
小
山

59

の
所
カ

電
発
光
陽
太
に
点
拠
災
防
域
地

た
ま
。
備
整
を
池
電
蓄
や
備
設

電
光
陽
太
膜
薄
な
量
軽
て
く
薄

末
月
３
、
し
援
支
を
及
普
の
池

設
施
間
民
に
で
ま

75

設
に
所
カ。

す
で
み
込
見
る
れ
さ
置

　

成
平

29

、
は
で
案
算
予
度
年

な
は
で
度
制
取
買
格
価
定
固

発
光
陽
太
の
型
費
消
家
自
、
く

業
事
る
す
援
支
を
入
導
の
等
電

ま
込
り
盛
が
円
万
０
０
５
２
費

小
中
は
象
対
付
交
。
た
し
ま
れ

国
、
し
定
予
を
件
７
ど
な
業
企

補
を
１
の
分
２
の
用
費
で
県
・

（
備
設
電
発
光
陽
太
。
助

50
ｋ、

合
場
の
業
企
る
す
置
設
を
）
ｗ

間
年

60

が
減
節
代
気
電
の
円
万

発
原
脱
。
す
ま
い
て
れ
さ
算
試

ル
ネ
エ
能
可
生
再
、
し
ざ
め
を

。
す
ま
み
組

援
支
を
者
数
少
的
性

　

成
平

27
年
12

問
質
表
代
の
月

性
「
た
し
言
提
が
私
て
め
初
で

の
へ
）
Ｔ
Ｂ
Ｇ
Ｌ
（
者
数
少
的

実
充
の
制
体
談
相
、
進
促
解
理

大
拡
を
策
施
は
県
、
て
い
つ
に

。
た
し
ま
し

　

お
に
場
職
の
県
「
は
に
月
１

る
す
関
に
止
防
ラ
ハ
ク
セ
る
け

ラ
ハ
ク
セ
「、
し
定
改
を
」
針
指

ま
含
も
の
も
る
す
対
に
性
同
は

や
向
指
的
性
「
や
と
こ
」
る
れ

な
と
象
対
ず
ら
わ
関
に
認
自
性

。
た
し
ま
し
記
明
を
と
こ
」
る

　

を
者
当
担
権
人
課
各
、
た
ま

研
る
す
関
に
Ｔ
Ｂ
Ｇ
Ｌ
に
象
対

て
し
先
率
が
県
。
施
実
を
会
修

り
よ
に
と
こ
る
め
努
に
発
啓

の
民
県
、
底
徹
知
周
の
へ
内
庁

が
と
こ
る
が
な
つ
に
進
促
解
理

や
業
企
間
民
。
す
ま
れ
さ
待
期

図
が
応
対
な
的
体
具
も
で
校
学

め
求
き
続
き
引
、
う
よ
る
れ
ら

。
す
ま
り
い
ま
て
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成
平

29

予
計
会
般
一
県
度
年

度
年
前
が
入
収
税
県
、
は
案
算

な
る
す
少
減
円
億
５
１
１
り
よ

、
か

13

基
整
調
政
財
に
り
ぶ
年

ど
、
て
し
ど
な
す
崩
り
取
を
金

予
の
模
規
同
と
度
年
前
か
に
う

効
実
。
た
し
ま
り
な
に
成
編
算

２
人
法
る
よ
に
げ
下
き
引
率
税

こ
う
い
と
た
い
響
が
収
減
の
税

る
め
進
が
県
、
が
す
で
と

｢

済
経

ン
ジ
ン
エ
の

｣

税
が
策
施
す
回
を

摘
指
で
会
員
委
任
常
働
労
業
産

。
た
し
ま
し

　

成
平

27

創
方
地
の
国
に
度
年

し
用
活
を
金
付
交
生

｢

が
な
か

券
行
旅
わ

｣

を
27

売
販
で
円
億

を
果
効
費
消
は
県
。
た
し
ま
し40

度
年
同
、
が
す
ま
し
と
円
億

り
た
あ
回
１
の
客
光
観
泊
宿
の

り
よ
度
年
前
は
額
費
消
光
観
の

り
帰
日
し
対
に
れ
そ
。
増
％
１

は
額
費
消
光
観
の
客
光
観

10
％

。
す
ま
い
て
し
少
減

　

を
円
万
０
０
７
９
億
２
た
ま

事
た
し
と
心
中
を
」
区
特
業
産

の
業
産
連
関
、
は
て
い
つ
に
業

握
把
を
果
効
済
経
や
模
規
場
市

当
。
明
判
が
と
こ
い
な
い
て
し

や
果
効
の
み
組
り
取
「
ら
か
局

し
出
き
引
を
弁
答
」
る
す
査
調

入
投
を
金
税
の
民
県
。
た
し
ま

し
厳
を
果
効
資
投
、
上
以
る
す

さ
か
生
に
業
事
の
次
し
証
検
く

。
ん
せ
ま
り
な
ば
れ
け
な

の
災
震
大
本
日
東

に
め
た
す
か
生
を
訓
教

　

す
生
発
が
災
震
大
で
圏
都
首

は
率
確
る

30

で
間
年

70

鎌
。
％大

最
は
波
津
う
襲
を
市
倉

14
波
津
。
す
ま
れ
さ
想
予
と
ｍ
５

る
な
と
準
基
の
潮
高
や

｢

計
設

位
水

｣

整
が
等
防
堤
、
し
対
に

の
内
県
は
岸
海
の
み
済
備

60
％

　

海
の
㎞
０
３
４
長
延
総
は
県

の
岸
護
や
防
堤
、
て
い
お
に
岸

し
査
調
・
検
点
を
等
れ
割
び
ひ

下
ノ
坂
は
で
倉
鎌
。
す
ま
い
て

で
岸
護
の
場
車
駐
浜
ガ
里
七
と

か
つ
見
が
れ
割
び
ひ
や
化
劣

定
予
る
て
立
を
画
計
繕
修
、
り

号
４
３
１
道
国
も
後
今
。
す
で

ど
な
置
設
の
扉
潮
防
の
へ
下
線

し
携
連
が
市
・
県
、
て
け
向
に

。
す
ま
み
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